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実

施
日

；
２

０
１

８
年

１
１

月
１

８
日

(
日

)
 
 

晴
 
 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

児
嶋

道
夫

、
橋

本
 

梓
、

梶
野

照
雄

。
 

４
名

。
 

 

こ
の

日
は

、
山

彦
と

し
て

の
行

事
予

定
は

な
か

っ
た

が
、
今

月
に

入
り

吉

野
か

ら
入

山
し

た
７

８
才

の
単

独
登

山
者

が
、
1
1
/
5
上

葛
川

塔
ノ

谷
峠

付
近

か
ら

奥
さ

ん
に

電
話

を
入

れ
「

倒
木

が
あ

り
前

に
進

め
な

い
、
今

日
は

此
処

に
泊

ま
る

朝
又

電
話

す
る

」
と

話
し

た
の

を
最

後
に

連
絡

が
取

れ
な

く
な

っ

た
こ

と
か

ら
、

家
族

か
ら

捜
索

要
請

が
あ

り
ヘ

リ
出

動
の

事
態

と
な

っ
た

。

(
1
1
/
8
、

大
森

山
で

発
見

救
助

さ
れ

た
)
。

 

続
い

て
1
1
/
1
5
地

蔵
岳

に
向

っ
た

大
阪

市
の

８
４

才
と

８
３

才
の

夫
婦

が
、

妻
か

ら
｢
夫

と
は

ぐ
れ

て
道

に
迷

っ
て

い
る

｣
と

電
話

が
入

り
、
１

６
日

に
警

察
と

消
防

が
捜

索
に

入
り

、
上

葛
川

の
山

中
で

妻
は

無
事

発
見

さ
れ

た
が

、

夫
は

約
８

０
ｍ

滑
落

し
死

亡
す

る
事

故
が

２
件

続
い

て
発

生
し

た
。

 

こ
の

事
態

を
受

け
梶

野
君

は
、
特

に
塔

ノ
谷

あ
た

り
で

倒
木

が
多

く
前

に

進
め

な
い

と
の

事
が

気
に

な
っ

た
様

で
、
Ｈ

Ｐ
掲

示
板

に
1
1
/
1
8
確

認
に

出

向
く

と
ア

ッ
プ

さ
れ

た
。
金

曜
日

チ
ェ

ン
ソ

ー
の

整
備

依
頼

で
児

嶋
宅

へ
訪

問
時

、
僕

も
同

行
す

る
申

し
出

を
聞

き
、
橋

本
梓

さ
ん

、
沖

﨑
も

同
行

す
る

こ
と

に
な

り
４

人
と

な
っ

た
。

 

事
前

に
梶

野
君

と
の

打
合

せ
で

は
、
倒

木
も

１
～

２
本

位
と

思
う

、
チ

ェ

ン
ソ

ー
も

１
台

で
O
K
と

の
こ

と
だ

っ
た

。
 

当
日

７
時

３
０

分
、
玉

置
川

を
経

由
し

集
合

地
に

出
向

く
。
途

中
、
玉

置

辻
(
本

宮
辻

)
で

児
嶋

さ
ん

が
案

内
板

を
設

置
す

る
。
見

れ
ば

か
な

り
の

枚
数

を
持

参
さ

れ
て

い
て

、
児

嶋
さ

ん
は

案
内

板
と

ピ
ン

ク
テ

ー
プ

設
置

が
目

的

の
よ

う
だ

。
 

８
時

４
５

分
、
奥

駈
道

案
内

板
前

で
梶

野
君

と
合

流
。
そ

れ
ぞ

れ
が

荷
づ

く
り

を
す

る
。
児

嶋
さ

ん
は

、
先

日
小

型
チ

ェ
ン

ソ
ー

を
購

入
さ

れ
、
そ

の

試
運

転
も

あ
っ

て
か

持
参

さ
れ

２
台

と
な

っ
た

。
こ

れ
が

大
正

解
だ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

大
峯

奥
駈

道
案

内
板

 
 

 
 

出
発

前
の

荷
づ

く
り

 
 

林
道

～
奥

駈
道

へ
の

道
標

 

 ９
時

に
ス

タ
ー

ト
す

る
。
直

後
か

ら
大
物

が
寝

て
い

る
。
こ

れ
は
帰

り
に

や
る

と
決

め
、

前
へ

1
0
0
m
～

1
5
0
m
位

先
に
枝
葉

を
伸

ば
し

た
又

大
物

だ
。

上
手

か
ら

梶
野

、
下
手

か
ら

児
嶋

さ
ん

が
チ

ェ
ン

ソ
ー

を
入

れ
る

。
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橋
本
・

沖
﨑

が
片

付
け

を
担

当
し

整
備

。
以

後
こ

の
パ

タ
ー

ン
で

処
理

を

行
う

。
一
ヶ
所

に
倒

木
が

集
中

し
て

い
る

こ
と

は
無

か
っ

た
が

、
1
0
0
m

か

2
0
0
m
置

き
の
等
間
隔

で
倒

木
が
在

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

岩
ノ

口
(
蜘

蛛
ノ

口
)
 

 
 

 
 

 
如

意
珠

岳
名

板
(
村

吉
氏

作
製

)
設

置
 

 

 
 

 
 

 

古
屋

宿
跡

に
靡

名
板

設
置

 
 

 
 

 
 

 
 

児
嶋

氏
作

製
の

案
内

板
設

置
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
奥

駈
道

を
遮

る
倒

木
状

況
 

 

 
 

 
 

「
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・
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・

」
標

識
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塔

ノ
谷

峠
手

前
の

杉
倒

木
切

除
前

後
 

 塔
ノ

谷
峠
迄

は
、
通
常
歩

く
だ

け
な

ら
２

時
間

あ
れ
十

分
で

あ
る

が
、
処

理
に

時
間

を
要

し
到
着

が
１

２
時

３
０

分
、

３
時
間
半

を
要

し
た

。
 

こ
の
間

、
合
計

１
７
ヵ
所

、
２

１
本

を
処
理

し
た

。
そ

の
内

先
般

の
台
風

に
よ

る
と

思
わ

れ
る

倒
木

は
、

６
ヵ
所

９
本

あ
っ

た
。

 

１
２

時
半
過
ぎ

に
塔

ノ
谷

峠
で
昼
食

と
し

た
。

 

 
 

 
 

 

倒
木

処
理

中
 

 
 

 
塔

ノ
谷

峠
の

石
柱

道
標

 
 

 
本

日
の

参
加

者
 

貝
吹

金
剛

へ
の
急

登
が

目
の

前
に

あ
る

、
も

う
少

し
先

ま
で

行
く

か
の

話

が
出

る
も
皆

さ
ん

無
言

。
こ

こ
で
Ｕ

タ
ー

ン
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

帰
り

も
５
ヵ
所

位
処
理

し
て

１
５

時
半
頃

に
戻

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

「
倒

木
多
・

道
不

明
・

」
標

識
設

置
 

 
 

Ｕ
タ

ー
ン

後
の

倒
木

処
理

 

  
 

 
 



 4 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

8
:
4
5
奥

駈
案

内
板

前
9
:
0
0
→
9
:
2
0
稚

児
ノ

森
→
9
:
3
0
岩

の
口
→
9
:
4
5
如
意

珠
岳
→

1
0
:
0
5
古
屋
宿
跡
→

1
0
:
3
0
2
1
世
紀

の
森

分
岐
→

1
2
:
3
0
塔

ノ
谷

峠

1
3
:
0
0
→

1
5
:
3
0
奥

駈
案

内
板

前
。

 

  
 

 
 

 
 

 

背
負

い
子

を
降
ろ

し
た

り
担

い
だ

り
を

１
７

回
繰
返

し
た

。
こ

れ
だ

け
で

も
し

ん
ど

い
。
特

に
児

嶋
さ

ん
は

チ
ェ

ン
ソ

ー
・
工
具
類
・
食
料
・
コ

ン
ロ
・

フ
ラ
イ
パ

ン
ま

で
持

っ
て

か
な

り
の
重

荷
だ

っ
た

。
お
疲

れ
様

で
し

た
。

 

 

塔
ノ

谷
峠

あ
た

り
で

前
へ

進
め

な
い

と
あ

っ
た

が
、
そ

ん
な

こ
と

は
無

い
。

お
そ

ら
く
ど

っ
か

で
脇

道
へ

入
っ

た
の

か
奥

駈
道

を
外

れ
た

の
で

あ
ろ

う
。
 

塔
ノ

谷
峠

か
ら

上
葛

川
へ

道
標

は
無

い
が

(
地
図

に
記
載

)
、
下
方

向
に

き

っ
ち

り
し

た
踏
み
跡

が
あ

っ
て

、
下
降

し
た

こ
と

も
考
え

ら
れ

る
の

で
「

こ

の
下

倒
木

多
・

道
不
明
・

要
注
意

」
の
標
識

を
設

置
し

た
。

 

こ
の
遭
難

者
は

、
単

独
で

７
８

才
、
1
0
/
2
8
吉

野
か

ら
入

山
し

、
１

１
泊

１

２
日
間

の
計
画

だ
っ

た
様

で
、
通
常

５
泊

６
日

の
倍

で
あ

る
。
余
祐

を
持

っ

て
ゆ

っ
く

り
歩

く
は
歓
迎

す
る

と
こ
ろ

で
あ

る
が

、
そ

れ
に
伴

う
荷

の
重

さ

を
考
慮

し
て

い
た

の
か
？

 
一
番

気
に

な
っ

た
の

は
小
屋
や

テ
ン

ト
泊

地
へ

の
到
着

が
夜

７
時

前
後

な
ど

、
毎

日
暗

い
中

を
歩

い
て

い
た

こ
と

で
あ

る
。

 

 
９

日
目

行
仙
宿

に
泊

り
、
朝

８
時

に
出

て
笠
捨

山
迄

３
時
間

４
０

分
要

し
、

塔
ノ

谷
峠
着

も
夜

７
時

２
４

分
で

あ
る

。
1
1
/7
奈
良
県

警
か

ら
電

話
が

入
り

「
行
仙
宿

の
予

約
な
ど

話
を

し
た

こ
と

は
な

い
か

」
と

の
事

で
あ

っ
た

。
 

最
近

気
に

な
る
一
つ

に
単

独
者
や
少

人
数

で
の
縦
走

者
か

ら
の

小
屋

の
予

約
は
十

人
に
一

人
だ
ろ

う
。

予
約

の
電

話
を

入
れ

る
こ

と
は

、
予

約
に
留

ま

ら
ず

、
日

の
短

い
台
風

直
後

の
こ

の
時
期

、
登

山
道

は
ど

う
な

の
か

、
倒

木

は
、
水
場

は
、
携
帯

電
話

の
使
用

は
、
小
屋

の
設

備
又

ア
プ
ロ

ー
チ

の
国

道
・

林
道

は
ど

う
な

の
か

な
ど
重

要
な
情
報
収

集
の
機
会

で
あ

る
が
全

く
無

い
。
 

 
二

日
前

に
も

年
配

の
女
性

か
ら

電
話

が
あ

っ
て

「
1
2
/1
6
に
友

人
と
二

人

で
釈
迦
ヶ

岳
へ

登
り
深
仙
宿

で
宿

泊
す

る
の

で
予

約
し

ま
す

」
と

の
話

。
１

２
月

に
入

る
と
雪

、
寒

さ
も
厳

し
い

こ
と

を
話

し
す

る
も

、
何

か
話

が
か
み

合
わ

な
い

、
避
難

小
屋

を
営
業

小
屋

と
思

っ
て

い
る

様
で
「
寝
具
・
食

事
な

ど
全

く
自

前
で

す
」
と
告
げ

る
と
「

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

さ
ん

は
旅
館
業

と

違
う

ん
で

す
か

」
と

き
た
開

い
た
口

が
塞

が
ら

な
か

っ
た

。
 

 

遭
難

ト
ラ
ブ
ル

が
多

発
し

て
い

る
。
台
風

も
多

い
し

大
雨

も
降

る
日

本
一

、

二
の

多
雨

地
域

で
あ

る
。
世

の
中

の
山

も
何

が
起

こ
る

か
判

ら
な

い
。
 

夜
は
歩

く
な
！

小
屋

は
予

約
せ

よ
！
情
報
収

集
の
重

要
性

な
ど

登
山

者
へ

の

注
意
喚
起
や
啓
蒙

も
課
題

で
あ

る
。
 

  
今

回
こ

の
区
間

で
１

７
ヵ
所

２
１

本
を

処
理

し
た

。
す

る
と

台
風
以

後
の

未
整

備
区
間

で
あ

る
南

奥
駈

道
南
部

の
 

①
 
東
屋

岳
～

塔
ノ

谷
峠
間

。
②

玉
置

山
～

大
峯

奥
駈

道
案

内
板
間

。
 

③
玉

置
辻

～
本

宮
・

備
崎
間

。
 

に
も

、
相

当
数

の
倒

木
が

あ
る

の
で

は
と

い
う

話
に

な
る

。
 

  
本

日
の
如
意
珠

岳
と
古
屋
宿
跡

に
村

吉
さ

ん
作
製

の
靡

名
板

を
設

置
し

た
。

来
年
以
降

４
番

の
吹
越

山
か

ら
４

０
番
釈
迦
ヶ

岳
迄

の
３

３
靡
ヵ
所
( ４
ヵ

所
は

設
置
済
) へ

の
設

置
に
着
手

す
る

。
 

 
(
記

；
沖

﨑
、
写
真

；
梶

野
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  


